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電磁波，とくに携帯電話使用により身体障害が生ずるか？

岩永 剛＊

　電磁波が身体障害を引き起すのでないかとい

うことについては，長年討議されてきました。

この点に関して，現在までどのように考えられ

て来たのかということを検討し，私見もまじえ

て述べてみたいと思います。

1．電磁波とは？

　電気器具のコンセントを差し込むと，スイッ

チをoffにしていてもコードには電圧がかかり，

その周りには電界（電場）が生じます。次にス

イッチを入れるとコードに交流の電流が流れ

て，その周りに磁界（磁場）が発生します。こ

の2つが互いに作用して組み合わさり，電界・

磁界のエネルギーを周期的な波動によって周辺

へ伝播するのが電磁波です。電磁波は，図⊥の

ようにそれぞれの波長・周波数を持って進みま

すが，その速度は一定で光速と同じです。その

ために下記の数式が成り立ちます。

三
図1　高周波・低周波の波長と周波

　　　　　　　　　波長

　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

電磁波の進行方向

0　　　　高周波　　　　　10 o 低周波　　　　　　10

　光の速度（3×108m／秒）＝波長（m）×

周波数（ヘルツ：回数／秒）

　すなわち，波長と周波数は反比例の関係があ

ります。この波長・周波数によって電磁波は表

1のように分類され，多くのことに利用されて

います。

皿．電磁波の性質と作用

　各種の電磁波は，それぞれ特有の性質を持っ

ていますが，共通の特徴もあります。このうち，

携帯電話に用いられる極超短波付近の電磁波を

中心に，その性質と作用を検討してみます。

1．直進性：電磁波は，周波数が大きくなるほ

　　ど直進する性質を有しています。周波数

　　が大きい放射線は直進性が強く，反対に

周波数が少ない超長波は地表面に沿って

伝わり，低い山は越えることができます。

短波は地球上空に形成されている電離層

で反射し，地表との間で反射を繰り返し

ながら地球の裏側まで伝わって行きます。

極超短波は直進性が強い一方，多少の山

や建物の陰に回り込んで伝わることもで

き，小型の送受信設備で通信できること

から携帯電話などに利用されています。

2．透過性：電磁波のうち最：も周波数が大きい

γ線は薄い鉛板でも突き抜けて直進して

いきます。大部分の光線はガラス板を透

過します。携帯電話などに利用される極

超短波も木材や薄いコンクリート板を透

過するので，家屋内でも携帯電話を使用

することができます。一部は反射・吸収

も起こりますが，大部分は直進・透過し

＊大阪府立成人病センター　非常勤参与
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表1電磁波の種類とその用途

名称 波長 周波数 用途、発生源

電磁界 超低周波Extremely　1・w丘equencア（ELF） 高圧送電線、家庭電化製品

超長波楠ryエow廿equency（VLF）

100㎞一3×103Hz

P0㎞一3×104Hz．

無線航行、．水中通信

長波Low丘eqロency（LF） 無線航行、船舶通信

中波Mid｛Ue食equθncy（MF）

1km－3×105亙オ

AM放送、・航空機用ビーコン
電
　
　
波

短波High　frequency（HF）

100m－3×106Hz
短波放送、無線通信、パソコン

超短波Vbry　h壇h丘equency（VHF）

10組

Pm

一3×107Hz

FM放送、超短波テレビ放送

極超短波Ult・a　hゆ丘equenCy（UHF）

一3×108Hz・

携帯電話、電子レンジ、温熱器具

マ
イ
ク
ロ
波

センチ波Super　high　f士equency（SHF）

10cm－3×109Hz．

衛生放送、市外電話回線、気象レーダー

ミリ波Ex捷emely　hig血趣eqUelle〆EHF）

1c皿 3×1010Hz

電波天文、衛星通信、レーダー

サブミリ波

1m皿一．3×101三且z

天文学研究、光通信システム

赤外線In倉ared　ray

0．1mn職．一．3×10正2Hz

家庭電化製品のリモコン、赤外線写真、

戟[ザー、暖房器具

光 可視光線Visible　ray

1『5皿一 3×1013Hz

光学機器

紫外線Ultraviolet　ray（UV）

10－6m－3×1014Hz

殺菌灯、目焼けの原因

X線X一■ay

．10－ID　m－3×1018Hz

医療機器
放
射
線 γ線G∈皿ma－ay

10－12塒一3×1020Hz．

医療用、科学観測機器

．工0－4恥一3×1022Hz

　　た電磁波によって通信しているわけです。

一ど原子に放射線を照射すると，原子核周囲を回転

している0電荷の電子をはじき飛ばして

原子をイオン化させ，この電離作用によ

り細胞の染色体を傷つけて細胞を死滅さ

せたり，癌発生や遺伝障害を引き起こし

たりします。

極超短波は，電磁界の動きに伴って分子

を回転・振動させ，分子同士の摩擦により

熱を発生させます。電子レンジは，この

　　性質を利用した台所用品です。水分を含

　　む皮膚・脂肪・筋肉を加熱させる医療機

　　器としても利用されています。また，精

　　密機器にも影響を及ぼし，種々のトラブル

　　が発生した報告も数多くあります。

4．距離と高聞による照射強　への影響：極超
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短波の照射エネルギー強度は，照射時間

に比例して強くなり，距離の2乗に反比

例して弱くなります。この性質は，放射

線と全く同じです。長時間にわたって照

射すると障害が高まり，距離を10倍離す



　　と（例えば3　cm→30cmにすると），強度

　　は1／100になります。このために，携

　　帯電話は日本国中に9万箇所以上の中継

　　アンテナ基地が設置されています。

5．電圧および利用目的による電磁波強度：電

磁波の発生源の電圧が高くなれば電磁波

エネルギーも大きくなります。超高圧で

大電流が流れている送電線の直下付近は，

電界も磁界も電磁波も強大です。一方，

通常の家庭電線の周辺にも比較的弱い電

磁波が生じています。

電子レンジは，レンジオーブン庫天井に

設置されているマグネトロンから発射さ

れた極超短波に，オーブン内壁の金属板

で反射したものも加わった強力な電磁波

によって，オーブン内の食品を高温にす

るようになっています。しかし，この極

超短波電磁波の大部分は外部に漏れない

ようにオーブン外壁にシールが施されて

います。

これに対して，携帯電話はシールで覆わ

れておらず，小さいながらも数㎞先の中

継所まで電波が届くように強力な極超短

波を周辺に発射し，また中継アンテナか

らの電磁波を受信しています。

皿．電磁波による健康被害報告

1．高圧線近傍居住者の白血病死：コロラドの

　　Wertheimerら（1979）Dは，「デンバー地域

　　で高圧線近傍に家がある小児の白血病死

　　は，対照より2倍以上高率であり，この

　　値は住居の電磁波量と関連性があり，近

　　くにある道路の交通混雑度，家庭の経済

　　・社会クラスや家族構成とは無関係であっ

　　た。」と報告しました。この発表は世界中

　　に衝撃を与え，その後，同様の報告が続

　　きました。

2．交通整理警官の　丸腫瘍：次いで，1993

年6月12日目読売新聞に次のような記事

が掲載されました。「1993年米国小都市の

34歳の警官が太もものリンパ肉腫で亡く

　　なり，その前年には54歳の警官が睾丸腫

　瘍で死亡していた。2人とも交通取締官と

　　して5年から18年間にわたってレーダー

　　ガンを使用し，勤務中スイッチを入れっ

　　ぱなしで両股の上に置くか，股の間には

　　さんでいた。遺族はレーダーガンの電磁

　波漏れがこの原因であるとしてメーカー

　　を訴えたが，因果関係が不明とされ敗訴

　　した。全米警察官友愛組合が調査したと

　　ころ，全米で203人の交通警官の被害者

　　が名乗り出，うち54人は睾丸腫瘍と診断

　　されていた。」2）というもので，読者に大

　　きなショックを与えました。

　　シアトルのDavisら（1993）3）も，警官のコ

　　ホート研究で「精巣癌が6．9倍にみられ

　　た。」と報告しています。

3．本堂の報告：筆者にショックを与えたのは

東北大学の本堂の報告（2002）4）です。当時，

電車内で携帯電話を使用している人がい

ても22cm以上離れていると大丈夫と言わ

れていましたが，本堂は，「金属板で囲ま

れている電車内では，携帯電話の電磁波

はほぼ完全に反射し，車内全体の電磁界

レベルが上昇する計算式を示し，複数台

の携帯電話が使用された場合には重複効

果によりそのレベルは一層上昇する。こ

れは携帯電話で通話中でなくても，携帯

電話の電源がonとなっていれば電磁波が

放射されているので注意しないといけな

い。」と警告しました。この内容に対して

は，世界中から反論が出され，「電磁波は

電車金属壁の隙間から外部に放出される

し，さらに，この壁や車内の物体などに

吸収されて1秒後にはほとんどのエネル

ギーは消失する。」5）とされました。また，

この解説文5）の中には「人体の電力比吸

収率の基本制限値レベルを超過するため

には，計算により電力が強い初期の携帯

電話を電車内では160台，20人乗りのエ

レベーター内では30台，5人乗りの自動

車内では7台使用しなければならないの
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　　で，このようなことは起こり得ない。」な

　　どというフィンランドの論文6）も紹介さ

　　れています。

　次いで本堂ら（2006）7）は，再び「電車内で

　　は”hot　spot”といわれる局所的に強い電

　磁界領域が形成される。」と報告しました

　　が，これに対しても「実験などによりそ

　　のようなことはない。」5）と反論されてい

　　ます。

　　さらに，本堂（2006）8）は，「REFLEXプロジェ

　　クト（EUの出資の下でEU　7力尽・12研

　究所で行われている共同研究プロジェク

　　ト）で得られた研究9）のうち，現在の安

　全指針レベル以下の低周波・高周波電磁波

　　により培養細胞の遺伝子損傷や染色体異

　常が生じた結果や，ワシントン大学のLai

　　ら10）が報告した『電磁界域でラット脳細

　胞のDNAが破壊された動物実験』の結果

　　などを挙げ，『紫外線より波長の長い電磁

　波はエネルギーが低く，DNAを切断する

　　ことはない。』というドグマを打破しなけ

　　ればならない。遺伝子損傷のメカニズム

　　は，高周波電磁波の曝露により活性酸素

　　が生成されるという実験結果などからも

　推察される。」と説明しています。

　本堂の論文や論説は鷹派の意見が多いで

　　すが，やはり傾聴すべき内容も含んでい

　　るように思います。

4．その他の報告：その他にも多くの論文発表

　　がある中で，日本からの注目すべきもの

　　としては国立環境研究所の石堂ら（2001）ll＞

　　の発表があります。それは，「先ず，乳が

　　ん細胞にがん抑制作用を持つホルモンの

　　一種であるメラトニンを加えて乳がん増

　殖が抑制されることを確かめた後に，高

　圧輩下や家電製品などにより日常経験す

　　る磁界にこれら細胞を入れると，メラト

　　ニンのがん抑制作用が低下あるいは消失

　　した。」というものです。

　　次に，国立環境研究所・国立がんセンター

　　・自治医大など11機関・大学の共同研究に

　　よる兜ら（2006）12）の報告で，「全国の1999

　　年から2001年までの期間の小児白血病患

　　者312人（0－15歳）の寝室の磁界強度

　　を1週間にわたり計測し，一方，対象患

　　者と年齢・性別・居住地などを合致させた

　対照の健康な子供603人を抽出して同様

　　に磁界強度を計測して比較分析した結果，

　磁界の強度が0．4マイクロテスラ以上の居

　住環境では，小児白血病罹患の割合は2．6

　倍であった。」というものです。

　　その他，スエーデンのHardellら（2005）13）

　　は，「脳腫瘍患者1429名と対照者1470名

　　の居住地・携帯電話使用の年数・頻度を調

　査し，田舎に住み3年以上携帯電話を使

　　難している人は，都市部の人に比べて脳

　　腫瘍の発症率が約3倍，5年以上で4倍で

　　あった。田舎では携帯電話中継アンテナ

　　が少ないために，脳が強力な電磁波被曝

　　を受けるためであろう。」と報告していま

　　す。

　　英国のSchaemakerら（2005）14）は，「北欧

　　4力国と英国の聴神経腫患者678例と対

　　照3553例において手持ち移動電話の使用

　　の有無別に各種の項目について症例比較

　研究を行った結果，両症例群で腫瘍発生

　　率に差はなかったが，10年以上何時も電

　　話を使用していた同学の聴神経腫瘍発生

　　率のオッズ比（対照の発生率に対する倍率

　　比）は1．8（95％信頼区間：1．1－3．1）で有

　　意に高かった。」と報告しています。

　　トルコのBalikciら（2005）15〕も，「携帯電話

　　の長期使用者に種々の神経・感覚症状が発

　　現した。」と報告しています。

5．電磁波による身体障害発　の小括：電磁波

により各種の障害が発生した論文のみを

挙げてきましたが，もちろんこのような

障害が起こらないという発表も多数見ら

れます。Pt16）は，1975年から2006年3

月までに世界中で「電磁界と健康」に関

する900以上の発表論文を分析した一覧

表です。これによると，926論文のうち［こ
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の中には，本総説で記載した論文の1），4），

6），7），9），10），11），12）は含まれていま

せん］，適切な基準のある766論文におい

て生物学的効果・影響があったという論文

は66％で，効果が無かったというものは

30％のみでした。もちろん，興味ある結

果が出なかった研究は発表されないとい

うpublishing　bias（資料公表の歪み）も考え

られますが，電磁界が生物に何らかの影

響を及ぼしているという研究結果が圧倒

的に多いということです。

表2Electro－Magnetic　Fields＆Health

　　Over　seO　Published　lndependent　Scientific　Studies

　　（電磁界と健康・900編以上の独立して発刊された科学論文）

　　［文St　f　6）による表。但しO内の日本語は、筆者が入れたもの。ユ

　　Source（情報拠り所）：www．emfacts．com

　　March　2006（2006年3月）

　　　　　　Overveview（総覧？）

926studies（926の研究論文） N　　　Y　　　NA

EPIDEMIOLOGY（疫学研究） 106　　　24　　　72　　　10

IN　VIVO　　（動物実験） 270　　82　　181　　　7

1N　VITRO　（細胞実験） 223　　　83　　136　　　4

困UTERO（子宮内・誕生前） 28　　　5　　　23　　　0

HUMAN　　　（ヒト） 126　　34　　　81　　　11

DOSIMETRY　（線量測定） 58　　　10　　　4　　　44

MISCELLANEOUS（種々雑多） 102　　　15　　　18　　　69

5（ト60Hz　（50－60ヘルツ） 13　　　2　　　11　　　0

Totals　　　（計） 926　　255　　526　　145

％ 100％　28％　　57％　　16％

（適切な基準のある766研究論文）

766studies｛applicabie　criteria｝ N　　　Y　　　NA

EPIDEMIOLOGY（疫学研究） 106　　　24　　　72　　　10

1N　VIVO　　（動物実験） 270　　82　　181　　　7
1N　VITRO　　（細胞実験） 223　　83　　136　　　4

IN　UTERO（子宮内・誕生前） 28　　　5　　　23　　　0

HUMAN　　　（ヒト） 126　　34　　　81　　　11

5〔ト60Hz　（50－60ヘルツ） 13　　　2　　　11　　　0

T。tals　　　（計） 766　　230　　504　　32

％ 100％　30％　　66％　　4％

と結果の因果関係を証明できないなど多

くの反論が出されて，公認されているも

のは少なくなっています。最も良い研究

は，年齢・職業・民族などが同じ集団・あ

るいは同じような生活をしている外的条

件のそろったヒト集団を，検討しようと

している刺激条件（例えば，ここでは携

帯電話使用の有無）により2群に分けて

長期間観察後にどのようになるかという

prospective（将来に向かっての前向き）コ

ホート研究なのですが，この研究のため

には非常に多くの観察人を集めて長期間

の観察（がんの発生率を検討するのであれ

ば，少なくとも10年以上の観察）が必要

です。一方，携帯電話機の進歩・変革も早

く，機器が小型化して耳に当てて音声を

聞くものから文字や映像を身体の前で送

受信するものに変わり，アンテナを立て

る必要が無くなり，多数の中継基地が設

立され、さらに各国により使用携帯電話

の機種・電力・電磁波周波数の違いなど，

電磁波被曝条件を広範囲・長期間にわたっ

て一定化できないために信用できる結果

は未だ公表されていません。そこで，公

式の機関から発表されたものを次項で調

査してみます。

N＝　no　biological　effect（生物学的効果・影響なし）

Y　・＝　biological　effect　　（生物学的効果・影響あり）

Na＝not　applicable　　（適切でないもの）

しかし，このような陽性結果は，特別な

細胞であったり，特殊な処置環境であっ

たり，追試を行うと再現性がなかった

り，反対の研究結果が出たり，動物のみ

に生ずる結果であるかもしれない，原因

】V．公式機関からの発表

1，WHO世　保健機関など：1996年にWHO
は国際電磁界プロジェクト（International

EMF　Project）を発足させ，現在，世界60

力国以上の各種機関と共同で電磁界の

健康リスク評価を整備しています。この

プロジェクトの活動パートナーである国

際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）は，

1998年に急性影響が生ずる可能性として

「50ヘルツでは電界5キロボルト／m，磁

界1ガウス。60ヘルツでは4．2キロボルト

／m，0．833ガウス」という安全基準の指針

を示しました［1ガウス＝100マイクロ

テスラ］。各国の防護評議会はこの指針に
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　　基づいて電磁波規制を行っています。

　　2001年にはこのプロジェクトの一環

　　として活動している国際がん研究機関

　　（IARC）17）は，「超低周波磁界は，小児白血

　　病発症との関連性が疑われ，発がん性の

　　評価分類（ヒト発がんとの関連性程度を

　　『発がん性を示すGroup　1』から，『恐ら

　　く発がん性を示さないGroup　4』までに

　　分けた分類）で，『発がん性を示す可能性

　　ありGroup2B』と判定。」しました。

　　WHoi8）は，2007年6月に「低周波電磁界（0

　　～100キロヘルツ）の環境保健基準（EHC）

　　として『0．3～0．4マイクロテスラ（3～4

　　ミリガウス）を上回る超低周波磁界に曝さ

　　れ続けると，小児白血病発症の相対リス

　　クが2倍になる。』という疫学調査結果に

　　基づいて，因果関係ありとするには十分

　　強固ではないものの，懸念を抱き続ける

　　必要がある。」という勧告を出しました。

　　「これ以外の状態の低周波はほとんどリス

　　クがない。」という評価で，これらについ

　　ては次に述べる日本の官庁からの報告書

　　にも生かされています。今後，高周波領

　　域の電磁界に関する健康リスクの評価に

　　着手し，この作業は2009年以降に終了す

　　る予定です。

2．経済産業省からの電磁波規制：日本の経済

　　産業省からは，電磁波に関する情報が何

　　回か出されてきましたが，1998年および

　　2007年6月のWHOからの基準を参考に

　　し，本邦での検討も加えて2007年12月

　　に「東日本は100マイクロテスラ，西日

　　本は83マイクロテスラ」という日本で初

　　の磁界規制値を定めました。

3．厚生労働省医薬食品局からの安全性情報：

1996年に厚生省医薬安全局から19・20）「輸

液ポンプの近傍で携帯電話を使用した際，

そのポンプの作動停止，また呼吸監視装

置等の医療機器への影響が発生したこと

から，医療機関屋内における携帯電話使

用の注意，植込み型心臓ペースメーカ装

着部位から22cm程度以上離すこと。」な

どの指針が出され，その後も毎年のよう

に同様の注意を喚起する安全性情報21）が

出されています。

4．総務省からの公示：総務省内の「不要電波

問題対策協議会」は，平成9年（1997年）

に「携帯電話等使用に関する指針」とし

て，「①ペースメーカ装着者は，携帯電話

をペースメーカ装着部位から22cm以上離

して使用すること。②携帯電話使用者は，

満員電車等では電源を切るように。③集中

治療室等には携帯電話を持ち込まないこ

と。④診療室・病室等では携帯電話の電源

を切ること。」など幾つかの項目を公示し，

その後，毎年のようにこの指針の妥当性

確認の；通報22）を発表しています。

次いで総務省23）は，平成11年及び14年

から電波防護のための基準の制度化を行

い，「側頭部で使用する携帯電話端末から

発射される電波の人体頭部における電力

比吸収率（電磁界曝露により生体に吸収

されるエネルギー量）の許容値を2ワット

／kg以下にする。」という法規制を定めま

した。

さらに，平成19年に24）「植込み型心臓ペー

スメーカが，高出力型950メガヘルツ帯

パッシングタグシステム（荷物のタグを一

括読み取る機器）から75cmの距離で影響

を受けることが確認されたために，ペー

スメーカ装着者は，このタグシステム設

置場所の半径1m以内には近付かないこ

と。」という指針の改正を行いました。

平成19年3月と4月には総務省と関連委

員会は，多くの研究結果や文献渉猟に基

づいた膨大な報告書・調査結果など25’26’27）

を発表しました。そのうち主な要旨のみ

を連記します。

　「①国際的ガイドラインで示された値以

　下の電波曝露が健康への悪影響を及ぼ

　す可能性は認められず，現状の電波防

　護指針値は妥当であり，直ちに改訂す
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　　　る必要はない。

　　②長期間の電波曝露：により脳腫瘍の発

　　　生に及ぼす影響は認められない。

　　③電磁波過敏症の症状が電磁界曝露と

　　　関連する科学的根拠はない。

　　④本委員会に於ける10年間の研究成果

　　　では，携帯電話基地局および携帯電話

　　　からの電波が人体に影響を及ぼさない

　　　ことを示している。また，過去に影響

　　　があると報告された生物・医学／工学的

　　　な手法を改善した実験においても，影

　　響がないという結果が得られている。

　　⑤今後，基地局からの電波の睡眠に対

　　　する影響，および小児と成人の携帯電

　　話長期間使用者の追跡調査・疫学研究な

　　　どを行わねばならない。」

　　上記の要旨以外にもこの報告書には多

　　　くの調査結果が記されています。例え

　　　ば，「⑥兎の眼に対して電磁波曝露を

　　行った実験で，時に一過性の熱性変化

　　　が認められた。⑦携帯電話に関する世界

　　　的研究の現状についても記述している

　　　が，未だ結果の出ていないものが多く，

　　　最も重要な研究である携帯電話使用者

　　　に関するprospective（将来に向かっての

　　　前向き）疫学研究はほとんど無く，今後

　　IARCが国際的協調のもとで検：晒してい

　　　る結果発表が待たれる。」というような

　　　ことも記載されています。

5．米アカデミーの報告書：米科学アカデミー

28＞は2008年1月18日に「パソコンでの

無線通信や携帯電話などが発する高周波

電磁波が子供や妊婦の健康に及ぼす影響

を研究する必要がある。」という報告書を

まとめました。「これらについては大人を

対象に短期的な影響を調べたものが多く，

米食品医薬品局（FDA）からの要請に基づ

き，子供への長期的な影響や，機器の多

様化で複数の電磁波を浴びた際の副作用

を検証する必要がある。引き出し式のア

ンテナを備えた携帯電話だけでなく，頭

により近く電磁波発生源を持つアンテナ

内蔵式携帯電話が脳神経伝達活動に与え

る影響や，小児がん，脳腫瘍などを引き

起こす可能性なども調べるべきである。」

としました。

V．総括と私見

　以上述べてきたことをまとめ，それに筆者の

独断的考えを付け加えてみます。

1．携帯電話端末について二総務省などからの

発表をみると，携帯電話による急性の障

害は起こらないようです。慢性的な影響

は未だこれから検討するようです。

「影響はない！大丈夫！」と言われていた

ものが，数十年後に「危険であった！障

害が起こっている！」という発表が次々

に出される現状を見ると，これらの発表

を直ちに信用してよいか迷います。実際

に，「生物学的影響がある。」という多く

の論文が出されているのを見ても，油断

ならないのではないでしょうか。欧米で

は，「安全が立証されないものは危険。」

と判断し，日本では，「危険が立証されて

いないので安心。」ということが多いと述

べる人もいます。

「①携帯電話を耳にくっつけて使用して

いると，耳のすぐ奥にある記憶の中枢で

ある脳の『海馬』が障害されてアルツハ

イマー病になるのでないか？②携帯電話

の画面を覗き込んで見ていると，白内障

になるのではないか？③常に，胸の前で

携帯電話のキーを押して電磁波を放射さ

せていると，乳癌が発生してくるのでな

いか？④何時も下腹部の前で操作してい

ると卵巣や睾丸が被曝し，その人達の子

供や孫に異常児が生まれてくるのでない

か？」と憂慮していますが，これらの心

配が雲散霧消することを願っています。

航空機内で乗客が携帯電話を使用すると，

通信が撹乱したり，電子回路に異常が起

きたという報告も聞きます。最近の電車
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　　はほとんど自動機器で動いていますが，

　　携帯電話の影響はないのでしょうか。「お

　　前は心配性だ！」と言われそうですが，

　　最後は自分自身で身を守らなければなら

　　ない世の中と思います。せめてエチケッ

　　トとして，携帯電話使用禁止車輌や自動

　　車の運転中は，携帯電話の電源を切って

　　欲しいものです。

2．携帯電話のアンテナ基地：総務省からの発

表では，これも大丈夫ということになっ

ています。

しかし，考えてみると，このアンテナ基

地には携帯電話の電磁波が四方から集っ

てきます。さらに，このアンテナ基地か

らは絶え間なく電磁波を放射しているよ

うな状態で，「アンテナ基地近傍は本当に

大丈夫なのか？」と心配になります。初

めに電磁波の特徴で述べたように，その

エネルギーは，①距離が近いほど，②被

爆時間が長いほど，③量が多いほど強く

なります。

外

壕5　地下鉄駅天井の
　　アンテナ
　　［文献30）より転写］

3．山圧線’傍について

携帯電話のアンテナ中継基地には，非常

に多くの種類がありますが，代表的なも

のを図2～5（文献29’30’31》より転写させて

いただきました）に示します。「屋上にこ

れが設置されたマンションに生活してい

ても大丈夫なのか？」と心配になってき

ます。

　　　　　　　　：「強力な超低周波電

磁界のもとで長期間居続けると，小児白

血病の発生率が高くなる可能性がある。」

ということは，世界中で認められました。

しかし，この発生源である高圧線は非常

に高い空中に存在しており，この下を短

時間歩いてもほとんど影響がないと思わ

れます。高圧線は，日本ではなるべく山

の中の空中を通るように建設されていま

す。しかし，最近，この山中の高圧線鉄

柱の下にまでマンションが建築されてい

るのを見て驚いたことがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　＝LW
図2　自動車電話用　図3　マンション屋上
　　無線基地局　　　　　の中継アンテナ
　　［文献29）より転写］　　　　［文献30）より転写］

図4　屋上の携帯電話
　　中継アンテナ
　　［文献31）より転写］

4．その　の電化製品　これら以外にも家庭で

使っている電化製品も電磁波を放射して

いるものが多くあります。その一覧表を

表■に示します（この表内の数値は幾つか

の発表32’33’34’35）を参考にしており，それぞ

れの数値を正確には比較出来ません）。ほ

とんどは安全基準内ですが，身体に接し

て長い時間使用する機器については十分

注意してください。

M．おわりに

　「電磁波により身体障害が生ずるか？」とい
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う命題に対する答えとしては，「超低周波電磁

波では白血病などが発症する可能性がある。」

と言えますが，「携帯電話の使用により身体障

害が生ずるか？」という問いに対しては，明確

に答えることが出来ませんでした。「黒」とは

言えませんが，「真っ白」と断言することも出

来ないように思います。

　現状では，「①携帯電話を使用する時はなる

べく短時間にし，不必要な用件には用いない。

②必要がない時には電源をoffにする。③夜間

就眠時も携帯電話をonにして手元に置かねば

ならない人は，身体から少し離して置く。」な

ど，各自が自分自身で気を付けていくしかない

でしょう。ただ，他人に迷惑を掛けるような行

為は，絶対に慎んでいただきたいと思います。

表3　家電などによって生じる磁界

（この表内の数値は、文献32）、33）、34＞、35）を参照
にして記載したもので、測定方法などが異なるために、
それぞれの数値を正確には比較できません。）

磁界 （マイクロテスラ）

家電機器 機器の

¥面
30cm離れたところ

被曝

條ﾔ

電気かみそり 100以上 90　（1cm） 数分間

ヘアドライヤー 100以上 25～53　（3cm） 数分間

電気歯ブラシ 100以上 25　（5cm） 数分間

電子レンジ 100以上 8 数分間

カラーテレビ 100以上 4 数分間

掃除機 2　～　20
5分以

乾燥機 50 2 数時間

IHクッキング
qータ僕務用）

2　～　64 長時間

IHクッキング
qータ（家庭用） 14～33 1　～　2 数分間

電気毛布 30 9　（1cm） 数時間

電気コンロ 30 3
数分～

博條ﾔ

アイロン 30 0．4
数分～

博條ﾔ
電気カーペット 23 11～19　（25cm） 長時間

電気床下暖房 20 12 長時間

トースター 18 0．7 数分間

電車内 1　～　4
5分目

博條ﾔ
電気あんか 65 長時間

パソコン
0．Ol～

@3．5
長時間

コーヒーメーカー 2．5 0．15 数分間

冷蔵庫 1．8 0．3 長時間
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